




























































































































































































































（１） 品詞や拍数を問わず、すべての語（または文節）がA 型、B 型の二種の型のいず
れかに統合されている。



















































_ 　/mal/ 馬 升 言葉











音節数 　　　　型 語           例
●、●△ _ 　[mal] (言葉)　…　１ 　
○、○▲ _ 　[mal]（馬）…
●○、●○△ _ _  [saram]（人）…
○●、○●△ _ _ 　[banul]（針）…
　
２ 　
○○、○○▲ _ _  [baram]（風）…
●○○、●○○△ _ _ _  [iyagi]（話）…
○●○、○●○△ _ _ _  [gobugi]（亀）…
○○●、○○●△ _ _ _  [baguni]（籠）…
　
３





























































・　minari       minari－ga       minari－boda       minari－boda－nun
 　　○●○　　　○○●－○　　　　○○○－●○　　　　○○○－○●－○
　　　芹　　　　　　芹が　　　　　　　芹より　　　　　　芹よりは
・　gidaryo       gidari－go       gidarim－sodo      gidari－rago－ggaji




























































   　 　　 　　　　　日　本　語 　　　　　　韓　国　語
アクセン
ト
の種類
高低アクセント
複合アクセント
（地方によって長短、強弱、高低
の要素がそれぞれ異なって存在す
る）
最小単位 単語 音節
アクセン
トの特徴
・「高」、「低」二種類の拍の組み合わ
せによって構成される
・高低の変化は、主に一つの拍から次
の拍に移るところで起きる
・弁別と統語の機能を持つ
・ピッチアクセントを持つ方言の
場合、左の日本語アクセントの特
徴の全項目を共有する
アクセン
ト体系の
種類と特
徴
①京阪式
・名詞は２n(+1)種の型を持つ
・一拍語の場合、母音を長く引いて二
拍に発音されることが多い
（例：テー（手）○●）
・第一拍と第二拍は、高さが異なる場
合もあり、そうでない場合もある
（例：息○●、飴●●）
・一拍内に声の高低変化が認められる
（例：猿○○）
① 慶尚道型多型
・１～３音節語の場合、ｎ＋２種
の型を持つ（４音節以上になる
と、n＋２より多い型を持つ）
・同左
（例：dari（脚）○●、
　　more（明後日）●●）
・同左
（例：ma:l（言葉）○）
アクセン
ト体系の
種類と特
徴
②東京式
・名詞はn＋１種の型を持つ
・第１拍と第２拍が異なる方言が多い
・一つの語の中で高い部分が二箇所あ
る型はない
・特殊拍の後には「さがりめ」が来な
い
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③一型式
a．尾高一型
・すべての語の最後の拍だけを高く発
音する（例：雨○●、男○○●）
・弁別機能がない
② 一型（注２）
a．第２音節高一型
・すべての語の第２音節がもっと
も高くなり、以降は語末にかけて
下がっていく
・ピッチが弁別的ではない
　ｂ．平板一型（無アクセント）
・話者に型の意識がなく、アクセント
に型としての決まりがない。例えば、
男は●●●、●●○、●○○、○●○、
○●●のように様々に発音される。比
較的に平板に発音されることが多い
・弁別機能がない
③ アクセント
・一つ一つのアクセント句の境界
が明瞭ではなく、二つ以上の句が
連なって平板に発音されることが
多い
・ピッチが弁別的ではない
④ 特殊式
a．二型
・すべての語が最後から二番目の拍が
高いか（A 型）、最後の拍が高いか（B
型）の二通りの型のいずれかで発音さ
れる
（A 型：鼻●○、鼻が○●△
　　　　桜○●○、桜が○○●△
　B型：花○●、花が○○▲
　　　　頭○○●、頭○○○▲）
②一型（注２）
b．末尾高
・文中で後ろに別の句が続く場
合、アクセント句の末尾の一音節
を高く発音する「接続形」と、文
末や文中でも直後にポーズが置か
れる場合、最後から２番目の音節
を高く発音する「言い切り形」を
区別して発音する
・ピッチが非弁別的
　　　（空　　　　欄）
② 慶尚道型N型
・音節数に関係なく、一定の数の
対立を持つ
・３型と４型の２種類ある
（注２）は、同類に所属する型を比較の便宜上、二箇所に分けて示したものである。
　今回の研究で、今まで掛け離れているとばかり思っていた両国のアクセントが、実は類
似している部分が少なくないということが分かった。韓国の場合、日本に比べ、アクセン
トの研究があまり進んでおらず、資料が不十分で大雑把な比較しかできなかったが、この
研究を土台に、次は両国の無アクセントの研究を進めていきたいと思う。
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